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＜連絡事項＞
・窪田先生診察について・・
　　　　　　診察日(日)10：00予定となっています。診察記録(カンファレンス記録)は次　　　
　　　　　　の日(月)の記録へ打ち込む様にお願いします。定期処方は、一週先の(水)から処方となります。先生へは連絡済みです。今回、1/17～23迄処方済みです。　
　　　
・インフルエンザについて・・　
　　　　　　南山苑にてインフルエンザの感染者が出ています。スタンダードプリコーションを徹底していきましょう。院内の面会者の対応については、本日の執行管理者会議と明日感染委員会より報告がある予定です。病棟内でインフルエンザ発症時は、301号室へ隔離対応予定となっています。周知お願いします。
　　　　　　
・看護グループ内研修の連絡・・
　　　　　　看護グループ院内研修　日時：1/9（火）17：15～
場所：病院2階会議室
対象：看護新人スタッフ
テーマ：フォローアップ研修
講師：相馬SGM

＜週間予定＞
1/9　　　定期採血
　　看護グルプ内研修(新人)
1/10　　日向端様9：00～15：00青山荘体験利用予定。（出発時青明舎佐藤氏も
　　　　付き添う予定。9：00前には来棟予定）
1/11　　磯島様15：00～2診にて面談予定
1/12　　三浦様15：00～診察後、面談予定　　　　


＜患者様連絡事項＞
五日市　規様・・
治験の採血が1/9、定期採血が1/15と近く1/9の採血時に一緒にできないか、1/9当日朝に
佐藤志保さんに確認予定です。朝食取り置きで対応お願いします。

上野　千奈津様・・
今週のデイケア体験を下記の日程で行う事で、本人・デイケアスタッフに伝え、了解されています。しかし、現在インフルエンザが流行しているため、病院でのインフルエンザ対策によっては中止する事とし、そちらについても了解されています。現在、主治医へ外出申請中です。
1/9(火)14：00～16：00
　1/10(水)9：00～12：00
　1/11(木)14：00～16：00
　1/12(金)9：00～12：00

＜要注目患者様情報＞
・内田　都影様～日中はスタッフへの話しかけ多くあります、切り上げ出来ています。
　　　　　　　　他患者様とトラブルなく過ごされています。
　　　　　　　　今後も精神状態を観察していきましょう。

・飯田　修子様～気分の高さ、スタッフへの暴言等の言動みられていますが、本日はそのような事はなく穏やかに過ごされています。
　　　　　　　　今後も精神状態を観察していきましょう

・上村　みわ様～拒薬に対して、スタッフの声掛けに、朝、昼、ヒベルナのみ拒否され他は内服出来ています。妄想言動は続いています。
引き続き拒薬が続く場合は再度主治医へ報告して観察していきましょう。
　
・畠山　文男様～本日作業療法より帰棟時、東病棟近く階段下から3段目より滑り落ち転
　　　　　　　　倒され、右後頭部に3センチ裂創、深さ5ミリほどの怪我をしています。
バイタルサイン異常なし意識レベル低下ありません。深澤先生へ報告。処置して頂く。プリサイススキンスライプラーにて4か所止めガーゼ保護しています。その後も眩暈や吐気等はなく、歩行状態も変化は見られません。
　　　　　　　　引き続き、状態観察をしていき、異常がある場合は医師に報告して下さい。


＜窪田Ｄｒ患者様ケース検討＞
・十日市　利喜様～1/3(水)に「耳が聴こえずらい。空気を丸めて…」や、他患者様の名前を出して「わの耳の中に」と被害的な話しをする事がありましたが、他者トラブルや日課への支障はありません。

他の患者様達は精神状態、身体状態の変化は見られません。


＜事故振り返り＞
1/4(木)大久保　光男様の皮膚科診察のスタッフ代行入力にて、処方指示の無いタベジールを処方してしまい、1/4(木)夕～1/7(日)朝まで誤投薬してしまう。
原因・入力していたスタッフが、「遅くなると午後の業務や薬局に迷惑をかけてしまう」と慌て、注意力が低下していた。
　　　・電子カルテ導入から数か月が経ち、代行入力に慣れてしまって注意力が低下していた。
[bookmark: _GoBack]・休憩時間の関係から、処方内容確認を入力していないスタッフに依頼し、その後の確認をしていなかった。
対策・Ｄｒの診察記録を確認しながら入力し、入力後の再確認を徹底する。できるだけ、入力したスタッフ以外にも確認してもらってから処方指示をする。
　　　・他スタッフがダブルチェックをしていても、診察についたスタッフは必ず確認をする。



1/8(月)畠山　文男様が西病棟から東病棟へ移動する階段で転倒し、右後頭部に裂傷を負い出血する。
原因・本人は考え事をしていたと話しており、本人の注意力が低下していた可能性がある。
　　　・スタッフが少なく、患者様の変化に気付きにくい状態であった。
対策・プログラム等の移動の際には、本人に付き添い、行き帰りの際には転倒に注意するよう声掛けをしていく。
　　　・一度転倒しているため、本人に転倒しないよう意識付けをしていく。


